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場  所：ニューカッスル大学ランゲージセンター 

（オーストラリア・ニューサウスウエールズ州・ニューカッスル市カラハン） 

    http://www.newcastle.edu.au/students/english-language/english-language-courses/ 

期  間：出発８月２０日(土)、帰国９月２５日(日) 山口宇部空港発着 

現地での研修期間：２０１６年８月２２日(月)～９月２３日(金) 

滞在方法：ホームステイ（ニューカッスル市および近郊） 

募集人数：２０名  

対  象：本科３年～専攻科２年 

プログラム内容： 

 

 

・Language  Centre に行って入学式 
ここでいろんな国の人と話せるチャンスが！ 

・学力テスト 
テストの結果でクラスが決まる！！！ 

★Elementary（初級レベル） 

★Intermediate（中級レベル） 

★Upper（上級レベル） 

★Academic（大学入学レベル） 

・学校案内と地元観光 

（オリエンテーション） 

１日目 

 

・9 時～11 時  授業（１・２コマ） 

・11 時～12 時 授業（３コマ） 

・12 時～1 時  昼休憩 

・1 時～3 時   授業（４・５コマ） 

 

ビーチへのエクスカーション 

（遠足）などもあります 

2 日目以降 

 

・プレゼンテーション発表会 

 

・修了式 

 

 

最終日 

 

クラブ活動に参加（自由参加） 

サッカー、バスケット、日本語クラブなど 

ホストファミリーと BBQ など 

 

 

 

放課後・休日の過ごし方 
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【1 週間のタイムテーブル例】 

時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

9～11 

  

Weekend Diary Textbook Speaking Reading Skills Speaking/Gram
mar 

Weekly Theme Grammar Grammar/ 
Speaking 

Writing Skills Listening/Viewi
ng 

11～12 Lecture Lecture Lecture Lecture Lecture 

12～13 Lunch Lunch Lunch Lunch Lunch 

13～15 

  

Textbook Listening/ 
Viewing 

Textbook Writing Practice Reading Skills 

Grammar Writing Textbook Listening Communicative 
Speaking 
Practice 

費  用：合計５０万円前後    
内 訳 A$ 日本円換算 

ランゲージセンター受講料 (A$395/週) 
＋ テキスト代 約 A$60 が別途かかる場合もあります 

（宇部高専とニューカッスル大学の協定により、帰国後受講料の 20%が返還されま

す） 

1,975 161,950 円 

ホームステイ費用 (1 日 2食含） (A$230/週) 
※ホームステイ先でインターネット接続する場合、A$10/週が別途必要です 

1,150 94,300 円 

ホームステイ斡旋料 220 18,040 円 

シドニー-ニューカッスルバス往復代 
※シドニー空港～ニューカッスル市まで片道約 3時間 

180 16,150 円 

航空機代(全日空利用)  159,000 円 

燃油サーチャージ料、ビザ(ETAS)申請料  22,080 円 

海外旅行保険(37 日間) 15,420 円 

海外留学生管理システム 安全管理料(37 日間) 2,767 円 

合 計 (1 オーストラリアドル 82 円で換算。為替レートによる変動があります） 488,317 円 

その他：▶国内移動費(自宅～山口宇部空港)・パスポート取得費用 

▶通学バス・電車代（ホームステイ先から大学への通学）・昼食代 

▶課外活動ツアー料金・小遣い・土産代など 

 

   

【先輩参加者の声】 

★この留学を通して、私はまた英語の必要性を改めて感じた。また、それを勉強する中で様々

な異文化交流などもでき、貴重な経験ができてよかった。 

★今回初めて１か月間留学した。出発前は、基本的なあいさつ程度の英語しか話したり聞き

取れないので、とても不安だった。だが、オーストラリアで生活を通して、その不安がいか

にちっぽけなものだったか思い知った。オーストラリアでの生活の中で、多少は会話を聞き

取り話せるようにもなったし、様々な文化や国の人と触れ合えたことで新たな考え方を学ぶ

ことができた。今では、もっと英語で会話できるようになりたいので、その目標に向って日

本でも勉強していきたいと思う。 


